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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 8,908 38.5 554 54.2 560 58.6 358 75.3

2022年３月期第２四半期 6,433 176.4 359 ― 353 ― 204 △79.7

(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 364百万円 (70.6％) 2022年３月期第２四半期 213百万円 (△79.0％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 124.85 ―

2022年３月期第２四半期 71.20 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 18,777 6,877 36.3

2022年３月期 18,067 6,600 36.2

(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 6,814百万円 2022年３月期 6,538百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2023年３月期 ― 0.00

2023年３月期(予想) ― 45.00 45.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,000 40.6 1,100 △22.6 1,000 △29.1 2,420 174.4 842.12

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　

MGH
財務会計基準機構



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 2,906,048株 2022年３月期 2,906,048株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 32,426株 2022年３月期 32,339株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 2,873,699株 2022年３月期２Ｑ 2,873,746株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①当期の経営成績の概況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響が残るものの、経済回

復の兆しが見られました。しかしながら緊迫するロシア、ウクライナ情勢や急激な円安、資源や原材料価格の高

騰等、厳しい経営環境が続いております。

そのような状況の中、当社の当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高8,908百万円（前年同期比38.5

％増）、営業利益554百万円（前年同期比54.2％増）、経常利益560百万円（前年同期比58.6％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益358百万円（前年同期比75.3％増）となりました。

　②事業の種類別セグメントの業績概要

　 （分譲マンション事業）

　分譲マンション業界は、住宅ローンが低金利で推移していることやディンクス・パワーカップル市場での住

宅取得意欲が旺盛な事等により、需要は堅調に推移しております。一方で建築資材及び工事労務費の高騰状況

は依然続いており、また、プロジェクト用地の仕入価格も上昇しております。さらに、コロナ禍による感染対

策の継続、ウクライナ情勢、円安に伴う光熱費や物価、金利上昇の懸念等の要因も、消費マインドに影響を与

える可能性があります。

　そうした情勢の下、分譲マンション事業につきましては、当第２四半期連結累計期間において、新たに３棟

100戸の新築マンションを分譲し、前期から販売開始した物件も併せ42戸（前期は86戸）を成約しております。

また、引渡しにつきましては、新規完成物件１棟、完成在庫を併せ62戸（前期は47戸）を行っております。

　以上の結果、売上高は2,388百万円（前年同期比35.8％増）、セグメント利益（営業利益）は、274百万円

（前年同期比86.3％増）となりました。

（注：当社グループの主要事業である分譲マンション事業においては、マンションの売買契約成立後、顧客へ

の引渡時に売上が計上されるため、マンションの完成時期の偏りにより経営成績に変動が生じる傾向がありま

す。）

　 （注文建築事業）

注文建築事業につきましては、2021年11月に連結子会社となった㈱髙垣組の業績が加わったことにより、売

上高は前年同期を大きく上回ることとなりました。しかしながら、注文建築事業においては建築資材等の値上

げによる原価上昇分を請負金額に転嫁することが難しいことから、セグメント利益（営業利益）は、前年同期

比で微増となりました。

当第２四半期連結累計期間においては、中規模改修等218件の引渡しを行っており、引渡済の物件を含め、70

件の工事について工事の進捗に基づき売上を計上いたしました。以上の結果、売上高3,499百万円（前年同期比

116.5％増）、セグメント利益（営業利益）138百万円（前年同期比21.3％増）となりました。

　 （戸建分譲事業）

戸建分譲事業につきましては、売上高は前年同期比で微増となりました。建築資材や住宅設備等の値上がり

により原価が上がっておりますが、販売価格への転嫁等により値上がり分を吸収し、前年同期を上回る利益を

確保することができました。しかしながら、建築資材や住宅設備等の値上がりは依然として続いております、

販売価格への転嫁にも限界があることから、今後の利益については不透明な状況が続いております。

当第２四半期連結累計期間においては、72戸の新規契約、56戸の引渡しを行っており、売上高2,867百万円

（前年同期比3.1％増）、セグメント利益（営業利益）298百万円（前年同期比32.4％増）となりました。

　 （不動産管理事業）

不動産管理事業につきましては、連結子会社の株式会社エムジー総合サービスにおいて、分譲マンション236

棟6,132戸の管理、賃貸物件の退去に伴うリフォーム46戸、大規模修繕のコンサルタント２件等を手掛けまし

た。
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当第２四半期連結累計期間においては、売上高274百万円（前年同期比7.5％増）、セグメント利益(営業利

益）48百万円（前年同期比3.6％減）となりました。

　 （賃貸事業）

　賃貸事業につきましては、連結子会社が保有する区分所有マンション、アパート、土地等を事業に供してお

ります。

　当第２四半期連結累計期間においては、マンション分譲用地上で賃貸に供していた建物を解体したことに伴

い、売上高42百万円（前年同期比32.8％減）、セグメント利益（営業利益）は23百万円（前年同期比45.5％

減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は16,033百万円となり、前連結会計年度末に比べ879百万円増加

いたしました。これは主に仕入により仕掛販売用不動産が2,314百万円増加し、現金及び預金が906百万円、売上

代金の回収により受取手形、売掛金及び契約資産が129百万円減少したことによります。

固定資産は2,743百万円となり、前連結会計年度末に比べ169百万円減少いたしました。これは主に売却により

建物が33百万円、土地が31百万円減少したことによります。

この結果、総資産は18,777百万円となり前連結会計年度末に比べ709百万円増加いたしました。

②負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は8,785百万円となり、前連結会計年度末に比べ766百万円減少

いたしました。これは主に販売物件の契約に伴う手付金等の入金により契約負債が258百万円、プロジェクト資金

の借入により短期借入金が132百万円、関係会社短期借入金が600百万円、1年以内返済予定の長期借入金が383百

万円増加し、工事代金の支払いにより支払手形及び買掛金が1,709百万円、税金の納付により未払法人税等が335

百万円減少したことによります。

固定負債は、3,113百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,198百万円増加いたしました。これは主にプロジ

ェクト資金の借入により長期借入金が1,309百万円増加したことによります。

この結果、負債合計は11,899百万円となり前連結会計年度末に比べ432百万円増加いたしました。

③純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は6,877百万円となり、前連結会計年度末に比べ277百万円増

加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益358百万円の計上によるものであります。

この結果、自己資本比率は36.3％（前連結会計年度末は36.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

株式会社川﨑ハウジング及び株式会社ハウメンテの業績及び負ののれん発生益の計上を反映した、2022年11月７

日公表の業績予想から修正はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,271,499 2,365,269

受取手形、売掛金及び契約資産 1,730,812 1,601,106

販売用不動産 2,377,490 2,286,026

仕掛販売用不動産 7,196,439 9,511,196

前渡金 199,507 138,482

その他 378,716 131,456

流動資産合計 15,154,466 16,033,538

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,211,590 1,168,619

土地 1,521,643 1,490,056

その他 429,941 417,786

減価償却累計額 △1,008,450 △1,029,637

有形固定資産合計 2,154,724 2,046,824

無形固定資産

のれん 267,300 256,943

その他 15,772 13,984

無形固定資産合計 283,072 270,927

投資その他の資産 475,655 426,047

固定資産合計 2,913,452 2,743,799

資産合計 18,067,919 18,777,337

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,083,965 1,374,285

短期借入金 2,878,500 3,010,930

関係会社短期借入金 ― 600,000

未払法人税等 496,621 160,649

1年内返済予定の長期借入金 2,000,186 2,383,636

契約負債 635,792 894,651

賞与引当金 81,500 82,196

完成工事補償引当金 37,505 34,588

その他 338,687 245,060

流動負債合計 9,552,758 8,785,997

固定負債

社債 18,000 12,000

長期借入金 1,467,082 2,776,680

退職給付に係る負債 92,771 98,007

役員退職慰労引当金 242,940 130,646

その他 94,075 96,524

固定負債合計 1,914,869 3,113,858

負債合計 11,467,628 11,899,856
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,168,021 1,168,021

資本剰余金 163,764 163,764

利益剰余金 5,217,749 5,491,528

自己株式 △30,255 △30,376

株主資本合計 6,519,280 6,792,937

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 19,656 21,547

その他の包括利益累計額合計 19,656 21,547

非支配株主持分 61,353 62,995

純資産合計 6,600,290 6,877,480

負債純資産合計 18,067,919 18,777,337
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 6,433,940 8,908,988

売上原価 5,304,392 7,374,927

売上総利益 1,129,547 1,534,060

販売費及び一般管理費

役員報酬 51,040 72,160

給料及び手当 290,456 392,484

役員退職慰労引当金繰入額 7,748 8,101

その他の人件費 63,208 88,678

減価償却費 18,026 28,078

租税公課 59,806 38,225

広告宣伝費 90,157 79,006

賃借料 36,073 45,472

販売手数料 51,379 65,931

その他 101,708 161,039

販売費及び一般管理費合計 769,605 979,178

営業利益 359,941 554,881

営業外収益

受取配当金 2,944 3,739

雑収入 16,637 32,394

その他 1,473 1,291

営業外収益合計 21,056 37,424

営業外費用

支払利息 26,153 27,716

その他 1,479 4,303

営業外費用合計 27,632 32,019

経常利益 353,365 560,286

特別利益

固定資産売却益 ― 2,172

特別利益合計 ― 2,172

特別損失

会社分割関連費用 25,898 ―

特別損失合計 25,898 ―

税金等調整前四半期純利益 327,466 562,459

法人税、住民税及び事業税 120,760 162,258

法人税等調整額 △2,434 37,113

法人税等合計 118,326 199,372

四半期純利益 209,140 363,086

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,513 4,281

親会社株主に帰属する四半期純利益 204,626 358,805
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 209,140 363,086

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,835 1,891

その他の包括利益合計 4,835 1,891

四半期包括利益 213,975 364,978

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 209,462 360,696

非支配株主に係る四半期包括利益 4,513 4,281
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年6月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる当第２四半期連結累計期間に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

　 （セグメント情報）

　 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額 合計
分譲マンシ
ョン事業

注文建築
事業

戸建分譲
事業

不動産
管理事業

賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,758,205 1,615,380 2,745,765 255,374 59,214 6,433,940 ― 6,433,940

セグメント間の内部
部売上高又は振替高

― 974 35,899 335 4,620 41,829 △41,829 ―

計 1,758,205 1,616,355 2,781,664 255,709 63,834 6,475,769 △41,829 6,433,940

一時点で移転される財又
はサービス

1,758,205 315,470 2,745,765 255,374 ― 5,074,816 ― 5,074,816

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

― 1,299,910 ― ― ― 1,299,910 ― 1,299,910

計 1,758,205 1,615,380 2,745,765 255,374 ― 6,374,726 ― 6,374,726

その他の収益（注）2 ― ― ― ― 59,214 59,214 ― 59,214

外部顧客への売上高 1,758,205 1,615,380 2,745,765 255,374 59,214 6,433,940 ― 6,433,940

セグメント利益 147,586 114,268 225,868 49,839 42,258 579,821 △219,879 359,941

(注）1.セグメント利益の調整額△219,879千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用229,086千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 2.その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸収入等が含まれて

おります。
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　 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額 合計
分譲マンシ
ョン事業

注文建築
事業

戸建分譲
事業

不動産
管理事業

賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,388,510 3,360,122 2,846,906 274,601 38,847 8,908,988 ― 8,908,988

セグメント間の内部
部売上高又は振替高

― 139,429 21,089 335 4,025 164,879 △164,879 ―

計 2,388,510 3,499,552 2,867,995 274,936 42,872 9,073,867 △164,879 8,908,988

一時点で移転される財又
はサービス

2,388,510 148,759 2,846,906 274,601 ― 5,658,777 ― 5,658,777

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

― 3,211,363 ― ― ― 3,211,363 ― 3,211,363

計 2,388,510 3,360,122 2,846,906 274,601 ― 8,870,141 ― 8,870,141

その他の収益（注）2 ― ― ― ― 38,847 38,847 ― 38,847

外部顧客への売上高 2,388,510 3,360,122 2,846,906 274,601 38,847 8,908,988 ― 8,908,988

セグメント利益 274,892 138,576 298,991 48,029 23,031 783,521 △228,639 554,881

(注）1.セグメント利益の調整額△228,639千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用216,684千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 2.その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸収入等が含まれて

おります。

（重要な後発事象）

　 （取得による企業結合）

当社は、2022年８月８日開催の取締役会において、株式会社川﨑ハウジング（以下「川﨑ハウジング」とい

う。）及び株式会社ハウメンテ（以下「ハウメンテ」という。）の全株式を取得し、子会社化することを決議

し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。なお、10月４日付けで株式譲渡手続きは完了しております。

川﨑ハウジング及びハウメンテの最近事業年度の末日における純資産額は、当社の純資産額の100分の30以上

に相当するため、両社は当社の特定子会社に該当いたします。

１．企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の内容

　 ①株式会社川﨑ハウジング

　 名称 株式会社川﨑ハウジング

　 事業の内容 戸建分譲住宅の販売、建築工事業等

　 ②株式会社ハウメンテ

　 名称 株式会社ハウメンテ

　 事業の内容 不動産の売買、賃貸、管理及び仲介等

(2)企業結合を行う主な理由

川﨑ハウジングは、熊本県熊本市に本店、福岡県久留米市、三重県津市及び四日市市に支店を置く戸建分譲

会社で、1989年の創業以来30年以上の社歴を有しております。長年にわたって培った地場の協力会社や施工技

術者と強固な関係性を構築していることにより、用地仕入れから短期間での建築、早期販売へと繋げることで

高利益率を維持することを可能にしております。

また、ハウメンテは川﨑ハウジングが販売した戸建住宅のアフターサービスを行っており、両社で企画・建

築・販売・アフターサービスまで一貫したサービスを提供しております。
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当社グループは、当社及び連結子会社６社で構成されており、分譲マンション事業、注文建築事業、戸建分

譲事業等を展開しております。今後、戸建分譲棟数を増加させ、売上規模の拡大及び利益の増加を図ることを

目的として川﨑ハウジング及びハウメンテの株式を取得することとしました。川﨑ハウジングが構築している

協力会社との強固な関係性や短期施工に関するノウハウは、当社グループの企業価値の増大及び事業規模の拡

大に寄与するものと判断いたしました。

　 以上の理由から、当社は川﨑ハウジング及びハウメンテの株式取得を行うことといたしました。

(3)企業結合日

　2022年10月４日（株式取得日）

　2022年10月１日（みなし取得日）

(4)企業結合の法的形式

　 現金を対価とする株式取得

(5)結合後企業の名称

　 変更はありません。

(6)取得する議決権比率

　 ①株式会社川﨑ハウジング

　 100％

　 ②株式会社ハウメンテ

　 100％

(7)取得企業を決定するに至った根拠

　 当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 371百万円

　取得原価 371百万円

　（注）取得原価は、川﨑ハウジング及びハウメンテの取得原価が一体となった金額となっております。

３．主要な取得関連費用の内容及び金額

　デューデリジェンス費用等 31百万円

４．負ののれん発生益の金額及び発生原因

(1)負ののれん発生益の金額

　第３四半期連結会計期間において約18億円の負ののれん発生益を特別利益に計上する見込みであります。な

お、当該負ののれん発生益につきましては、当社が現在入手している情報に基づき算定したものであり、今後

新たに入手した情報に基づき再計算した結果、増減する可能性があります。

(2)発生原因

　川﨑ハウジング及びハウメンテの企業結合時の時価純資産額が取得原価を上回ったため発生したものであり

ます。

　


